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京
丹
後
市
で
は
、少
子
高
齢
化
が
進
み
、

令
和
６
年
４
月
に
は
高
齢
化
率
が
37
．

５
％
（
市
住
民
基
本
台
帳
よ
り
）
と
、
超

高
齢
社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
総
人
口
に
占
め
る
１
０
０
歳
以

上
の
長
寿
者
の
割
合
が
高
く
「
長
寿
の
ま

ち
」と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
は
、

よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
今
年
は
団
塊
の

世
代
が
す
べ
て
75
歳
以
上
と
な
る
た
め
、

加
齢
に
よ
る
機
能
低
下
や
認
知
症
等
高
齢

者
の
増
加
が
危
惧
さ
れ
る
ほ
か
、
知
的
や

精
神
の
障
害
に
よ
り
、
地
域
に
お
い
て
安

心
・
安
全
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
難
し
く
、
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
に
な

る
人
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
将
来
様
々
な
支
援
が
必
要
に

な
る
時
に
備
え
、
誰
も
が
準
備
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
自
分
の
人
生
を
最
期
の
瞬
間
ま
で
自
分

ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、「
今
で
き

る
こ
と
」を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

社協新体制

　

自
分
ら
し
く
生
き
る
と
は
、自
分
で

判
断
し
た
り
、自
分
自
身
で
意
思
決
定

す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
も
、自
分

の
意
思
が
反
映
さ
れ
た
生
活
を
送
る
こ

と
で
す
。

　

判
断
能
力
が
低
下
し
た
状
態
で
も
自

分
の
思
い
を
反
映
さ
せ
た
生
活
を
送
る

こ
と
は
、人
間
と
し
て
の
生
活
の
質
や

価
値
を
保
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
は
尊
重
さ

れ
、守
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
で
生
活
が
苦
し
い
状
態
に

あ
る
人
、
地
域
で
孤
立
し
自
立
し
た
生

活
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
人
の
相
談
な

ど
、
複
雑
化
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

そ
う
い
っ
た
人
達
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
援
助
事
業
や
家
計
改
善
支
援
事
業

な
ど
の
利
用
を
通
し
て
介
入
す
る
こ
と

で
、
生
活
の
見
直
し
を
図
り
、
健
康
的

な
生
活
へ
と
立
て
直
し
を
行
う
だ
け
で

は
な
く
、
区
長
や
民
生
委
員
、
福
祉
委

員
と
い
っ
た
地
域
の
担
い
手
と
連
携

し
、
見
守
り
や
声
掛
け
を
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
祭
り
な
ど
の
行
事
に
参
加

で
き
る
よ
う
な
つ
な
が
り
が
で
き
た
人

も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事

業
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

手
続
き
を
は
じ
め
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
、
生
活
に
必
要
な
利
用
料
な
ど
の

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
は
、利

用
者
自
身
が
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
事
業

者
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、認
知
症
の
人
や
知
的
障
害

者
、精
神
障
害
者
な
ど
、判
断
能
力
が
十

分
で
な
い
人
達
は
、自
分
自
身
で
必
要
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
難
し

社
協
の
支
援

権
利
を
守
る
必
要
性

か
っ
た
り
、サ
ー
ビ
ス
変
更
や
利
用
料
の

支
払
い
な
ど
支
援
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、悪
質
商
法
や
詐
欺
行
為
の
標
的

と
な
り
被
害
の
増
加
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

支
払
い
手
続
き
、
そ
し
て
年
金
手
帳
や

預
貯
金
通
帳
な
ど
大
切
な
書
類
の
保
管

な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
２
月
現
在
の
利
用
状
況

は
、
利
用
者
数
75
人
の
内
、
知
的
障
害

者
が
35
人
、
精
神
障
害
者
が
16
人
、
認

知
症
高
齢
者
な
ど
が
24
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
年
間
相
談
調
整
活
動
件
数

は
、
４
５
３
８
件
と
い
う
状
況
で
す
。

　

ま
た
、家
計
改
善
支
援
事
業
で
は
、

収
入
以
上
に
支
出
が
多
く
家
計
管
理
が

で
き
て
い
な
い
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る

人
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、相
談
者
が
適

切
に
家
計
を
管
理
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。

自
分
ら
し
く
生
き
る

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

〜
権
利
擁
護
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
〜

〜
権
利
擁
護
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
〜

サービス利用者に書類の内容について説明

特集：「自分らしく生きる」
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０
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し
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が
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で
、
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な
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が
必
要
に
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る
時
に
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え
、
誰
も
が
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備
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
自
分
の
人
生
を
最
期
の
瞬
間
ま
で
自
分

ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、「
今
で
き

る
こ
と
」を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
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う
。

「
今
で
き
る
こ
と
」

　

ま
た
、自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

は
、も
し
も
の
時
に
備
え
て
、自
分
の

思
い
や
考
え
を
整
理
し
、家
族
な
ど
支

援
者
と
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
人
生
会
議
】

　

も
し
も
の
時
の
た
め
に
、家
族
な
ど

支
援
者
と
自
身
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
に

つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
話
し
合
う「
人

生
会
議
」を
開
き
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
が「
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
や

望
ん
で
い
る
こ
と
」を
前
も
っ
て
考

え
、家
族
や
関
係
者
と
話
し
合
い
、共

有
す
る
こ
と
で
自
分
の
思
い
を
整
理
し

て
お
く
こ
と
が
、自
分
の
意
思
を
自
分

で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
も
、自
分
ら
し
く
生
き
て
行
く

こ
と
へ
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、思
い
や
考
え
は
変
わ
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、何
度
も
繰
り
返
し
話
し

合
い
、共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
終
活
　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
】

　

ま
た
、も
し
も
の
時
の
た
め
に
、自
身

の
暮
ら
し
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
、整

理
し
、亡
く
な
っ
た
後
も
自
分
の
思
い
を

伝
え
る
こ
と
の
で
き
る「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
」を
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

ノ
ー
ト
の
内
容
は
、財
産
整
理
や
遺

言
書
の
作
成
、医
療
・
介
護
の
意
思
表

示
、お
墓
の
こ
と
な
ど
、自
身
の
将
来

（
最
期
）の
こ
と
で
す
。

　

家
族
や
友
人
へ
伝
え
た
い
こ
と
や
、

自
分
の
希
望
を
書
き
留
め
て
お
く
こ
と

が
、最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
会
で
は
、こ
れ
か
ら
の
人
生
の
歩

み
方
の
整
理
や
福
祉
学
習
の
一
環
と
し

て
、「
終
活
」に
つ
い
て
の
福
祉
出
前
講

座
も
行
っ
て
お
り
、講
座
を
通
し
て
、

自
分
で
判
断
し
た
り
意
思
決
定
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
態
に
な
っ
て
も
、自
分

ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

【
成
年
後
見
制
度
】

　

認
知
症
、知
的
障
害
、精
神
障
害
な
ど

の
理
由
で
ひ
と
り
で
は
意
思
決
定
に
不

安
の
あ
る
人
は
、自
分
で
財
産
を
管
理

し
た
り
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
施

福祉サービス利用援助事業
家計改善支援事業
　【問い合わせ先】
　０７７２-６２-４１２８（峰山支所）
福祉出前講座：終活　エンディングノート
　【問い合わせ先】
　０７７２-６2-4128（峰山支所）

京丹後市成年後見サポートセンター
　０７７２-６９-０３３０ 市長寿福祉課（主に高齢者）
　０７７２-６９-０３２０ 市障害者福祉課（主に障害者）

設
入
所
の
契
約
手
続
き
を
す
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
が
あ
り
、そ
れ
を
支
え
る

も
の
と
し
て
成
年
後
見
制
度
が
あ
り
ま

す
。こ
の
制
度
に
は
、法
定
後
見
制
度
と
任

意
後
見
制
度
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
法
定
後
見
制
度
と
は
、す
で
に
ひ
と
り

で
は
意
思
決
定
が
難
し
い
人
に
成
年
後

見
人
等
の
支
援
者
が
つ
い
て
、財
産
管
理

や
契
約
手
続
き
を
行
う
制
度
で
す
。

　
ま
た
、任
意
後
見
制
度
は
、将
来
、判
断

能
力
が
低
下
す
る
こ
と
に
備
え
て
、今
の

う
ち
か
ら
自
分
を
支
援
し
て
く
れ
る
人

や
支
援
内
容
を
決
め
て
お
く
も
の
で
す
。

　

自
身
の
判
断
能
力
に
応
じ
て
、自
分

ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
事
前
に
準

備
し
、備
え
る
方
法
と
し
て
成
年
後
見

制
度
と
い
う
制
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。一

人
で
悩
ま
ず
、早
め
の
相
談
を
心
掛
け
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
制
度
の
活

用
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

京
丹
後
市
で
は
、成
年
後
見
制
度
や

権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
を
受
け
た

り
、支
援
を
行
う
機
関
と
し
て
京
丹
後

市
福
祉
事
務
所
内
に
成
年
後
見
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
で
も
、令
和
３
年
度
よ
り
、セ
ン

タ
ー
の
一
部
事
業
を
京
丹
後
市
よ
り
受
託

し
、成
年
後
見
制
度
の
理
解
を
深
め
る
た

め
の
広
報
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
の
で
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

様
々
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
し

く
み
を
活
用
す
る
こ
と
の
他
に
、誰
も
が

「
自
分
の
こ
と
を
自
分
で
決
め
、自
分
ら

し
く
生
き
る
」こ
と
を
尊
重
し
、お
互
い

に
応
援
す
る
こ
と
が
、今
で
き
る
こ
と
の

な
か
で
最
も
大
切
で
す
。

　
「
も
し
も
」は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

こ
と
で
す
。他
人
ご
と
で
は
な
く
、我
が

事
と
し
て
捉
え
、お
互
い
の
意
見
や
生
き

方
を
尊
重
し
、地
域
で
自
立
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
、支
え
合
い
助
け
合
え
る

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

本会作成のエンディングノート

特集：「自分らしく生きる」
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福祉委員の活動の紹介

普段からのつながりが持てるように
谷内区福祉委員会

　谷内区では、サ
ロン参加者がスマ
ホに親しみを感じ、
普段からつながり
が持てるようにと、
スマホ教室を行い
ました。徳光福祉
委員会から講師を
招き、スマホの便利な機能として、ラインや検索
についての説明を受けました。
　数日後にはグループラインが立ち上がり、今
では大雪などの情報を共有するなどスマホでつ
ながることにより、これまで以上に安心感が持て
るようになりました。

ひろめる つなげる

溝谷合同サロンでつながる
溝谷区福祉委員

　溝谷区福祉委員
の呼びかけで、溝
谷、外村、等楽寺
の３地区の高齢者
が集う合同サロン
を、年１回開催して
います。今年度は、
迫力ある溝谷太鼓
の披露や会食、コミュニケーション麻雀で、つな
がることが難しかったコロナ禍を乗り越え、人と
人を「つなげる」活動をしています。

つなげる

丹後

弥栄

地域とつながる場の充実を図る
久住区福祉委員

　久住区では、男性福
祉委員が中心になり、
毎月１回、公民館でサ
ロンを実施していま
す。サロンでは、利用者
に楽しんでもらうた
め、福祉委員が積極的
にレクリエーション等

の講座に参加し、学んできたことを実践していま
す。また、参加者にサロンで作った物を持ち帰って
もらえるようなプログラムに取り組んでいます。

つなげる
大宮

徳光福祉委員よりスマホについて学ぶ

コミュケーション麻雀で交流を図る

ごみ出し支援で見守りと助け合い
三津区福祉委員

　三津区では、以前から高齢
者世帯等から「ごみ出しが大
変」という声が上がっていま
した。その声を受け、高齢者
等の困っている状況を把握
するため、まずは訪問調査を
実施しました。訪問調査の結
果、高齢や疾病等によりゴミ
ステーションまでごみを運ぶことが困難な人に対
し、協力員がごみ出しをお手伝いする「三津区高齢
者等ごみ出し支援制度」を４月から開始するため準
備を進めています。

みつける
網野

対象世帯に訪問調査を実施

関係者と情報を共有して見守る
１２区福祉委員

　85歳以上の人、また
80歳以上の独居の人
を対象に、誕生月訪問
などで見守り活動を実
施しています。訪問時
には自分が一方的に話
すのではなく、相手にも
お話をしていただける

よう心がけ、何か気づいたことがあれば福祉会のメ
ンバーに情報共有をするようにしています。

しらせる
峰山

干支色紙づくりを楽しむ

～地域福祉を支える福祉委員～
　福祉委員には　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の4つの役割があり、地域
の困りごとや変化に気づき、専門職や支援機関につなげたり、孤立を防ぐため、区や社協、地域
の福祉関係者と連携して、地域でつながる仕組みづくりに取り組み、地域の生活課題の解決に
向け活動しています。

みつける しらせる ひろめる つなげる

誕生日月に対象者宅を訪問し見守る

生活に役立つ情報を伝える
佐野乙福祉委員

　いつまでも動きやす
い身体を維持するため
に「転倒予防体操」や
美味しく食べられるよ
うに「口腔体操」をプロ
グラムに取り入れ、介
護予防に関する情報・
知識などを参加者に伝

えることで、生活に役立ててもらえるように工夫し
ています。地域の人に知ってもらうことで、支援のひ
ろがりを期待しています。

ひろめる
久美浜

転倒予防体操に取り組む
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ボランティアの紹介

高齢分野（久美浜町）
老いも若きもわかい会

京丹後市で活躍しているボランティアを紹介京丹後市で活躍しているボランティアを紹介
～みんなでつくろう！助け合いの地域づくり～～みんなでつくろう！助け合いの地域づくり～

　本会では、ボランティア活動をしたい人とボランティアを必要とする人のマッチングを行うボランティア
センターを運営しており、現在、７８団体と個人で３０人の登録があります。
　センターでは、ボランティア活動を通じて助け合える地域づくりを目指しており、今回は市内で活躍して
いるボランティアを４つの分野に分けて紹介します。
　皆さんも、好きなことや得意なことを活かしてボランティア活動を始めてみませんか。

　毎月１回、久美浜婦人センターで、高齢者を
対象に、ミニデイサービスを行っています。高齢
者施設のデイサービスを参考にして送迎し、手
作り昼食・手芸・体操・歌・遠足などで楽しんで
いただけるように工夫しています。
　しかしスタッフも高齢化し、当初の目標である
『スタッフと参加者の年齢の境目がなくなるまで
続けよう』に近づいていますが、共に健やかな老
後を目指して年を重ねたいと頑張っています。

　子どもが小さいときの負担を少しでもなくし
たいという思いで、毎月2回、荒山公民館で０歳
児から就園前の子どもとお母さんたちが自由
に参加できる場所を提供しています。
　クラブの役員は、参加するお母さんたちと一緒
に企画を考えることで色々な案や意見を聞くこと
ができ、毎回楽しい活動となっており、子どもたち
の成長を見たお母さんたちの「ほっとした」という
一言がなによりの喜びとなっています。

　普段の暮らしの中で手話の機会を提供した
いとの思いから、毎週水曜日の夜に「いっぷく
亭」を会場に手話教室を開催しています。
　また、夜には参加できない人のために、毎月２
回水曜日の昼間にも会話と交流を主体とした
手話教室を開催。聴覚障害者が先生になり、
様々な言葉を手話でどのように表現するのか
を学んだり、手話での会話を楽しむなど楽しい
時間を過ごしています。

　精神障害や若年性認知症などの当事者を対
象に、「ひだまり」という名称で月２回ランチをし
て交流し、若年性認知症の当事者を対象に
「ほっこり」という名称で月１回料理教室を開催
するなど、制度では手の届かないところを支援
しています。
　この活動を通して、参加者との仲間意識が生
まれるとともに元気をいただいており、またこの
活動が若い世代や地域に広がることを願ってい
ます。

こども分野（峰山町）
子育てサロンぽっぽ（歩・歩）クラブ

障害分野（網野町）
網野手話サークルどんぐり

食分野（網野町）
食と健康

手話を楽しむ参加者写経で精神統一

音楽に触れるこどもたち ランチをしながら談笑
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本
年
度
、１
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養

育
す
る
家
庭
を
対
象
に
、研
修
を
受
講

し
た
お
む
つ
配
り
隊（
訪
問
支
援
員
）

が
、オ
ム
ツ
と
と
も
に
子
育
て
支
援
情

報
を
お
届
け
す
る「
つ
な
が
る
オ
ム
ツ

宅
配
便
」に
よ
る
訪
問
は
、令
和
７
年

２
月
末
現
在
で
延
べ
１
８
７
件
を
数
え

ま
す
。

　

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
家
族

以
外
の
大
人
と
話
が
で
き
て
気
分
転
換

が
で
き
ま
し
た
」と
い
う
声
が
あ
っ
た

ほ
か
、「
子
育
て
支
援
サ
ロ
ン
の
話
を
聞

い
て
、今
度
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

し
た
」な
ど
、訪
問
時
の
情
報
提
供
を

き
っ
か
け
に
、地
域
の
子
育
て
支
援
サ

ロ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
い
た
だ
く

　

地
域
で
は
、福
祉
委
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
担
い
手
と
な
っ
て
サ
ロ
ン

な
ど
の
集
い
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
、人
と
人
、人
と
情
報
の「
つ
な
が

り
づ
く
り
」が
根
づ
い
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、今
年
度
地
域
に
根
づ
く

「
つ
な
が
り
づ
く
り
」の
活
動
内
容
を

よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、福
祉
委
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
知
識
や
技
術
を
習

得
で
き
る
場
、活
動
者
同
士
が
交
流

し
、経
験
や
智
恵
で
つ
な
が
る
居
場
所

づ
く
り「
ち
え
の
わ
」に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
は「
ど
の
よ
う
な
活
動
を
実

施
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、他
の
地
域

機
会
と
な
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
利
用
者
の
声
や
事
例
を
お

む
つ
配
り
隊
の
中
で
共
有
す
る
た
め
、

令
和
６
年
11
月
に
京
丹
後
市
家
庭
教
育

支
援
チ
ー
ム
よ
り
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

を
招
き
、交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、利
用
者
の
声
を
聞
き

「
喜
ん
で
も
ら
え
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
嬉
し
い
。励
み
に
な
る
。」な

ど
、想
い
や
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、本
事
業
を
通
じ
て
支
援

者
間
で
交
流
す
る
機
会
を
増
や
し
、各

町
で
行
わ
れ
て
い
る
子
育
て
支
援
情
報

を
交
換
す
る
な
ど
、支
援
の
輪
を
ひ
ろ

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

の
か
知
り
た
い
」と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
る
中
で
、新
聞
エ
コ
バ
ッ
ク
づ
く
り

が
好
評
だ
っ
た
と
い
う
情
報
提
供
が

あ
り
、次
の
回
で
講
師
を
お
願
い
し

て
、参
加
者
で
新
聞
エ
コ
バ
ッ
ク
作
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

す
る
と
参
加
さ
れ
て
い
た
福
祉
委

員
か
ら
、自
分
達
の
サ
ロ
ン
で
や
っ
て

み
た
い
と
の
相
談
が
あ
る
と
、一
緒
に

体
験
し
た
人
達
の
中
か
ら
協
力
者
が

現
れ
る
な
ど
、つ
な
が
り
の
力
を
感
じ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
参
加
し
た
福
祉
委
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が「
ち
え
の
わ
」で

得
た
知
識
や
つ
な
が
り
を
活
か
し
て
、

今
後
の
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新聞エコバック作りを体験

交流会で意見交換をする「おむつ配り隊」

訪問前に子育て支援情報を確認

地
域
で
子
育
て
を
応
援
「
つ
な
が
る
オ
ム
ツ
宅
配
便
」

地
域
で
子
育
て
を
応
援
「
つ
な
が
る
オ
ム
ツ
宅
配
便
」

〜
支
援
者
間
で
も
生
ま
れ
る
つ
な
が
り
〜

地
域
の
「
つ
な
が
る
」
活
動
を
支
え
る

〜
社
協
「
ち
え
の
わ
」
の
取
り
組
み
〜

社協の事業実施報告



採用　令和7年2月1日付
【ふくじゅ】
　生活課　伊東　茉生　（作業療法士）
　　〃　　石本　岳士　（介護員）

退職　令和7年1月31日付
【ふくじゅ】
　村島　亜香子
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あたたかいお気持ちをいただき、ありがとうございました。
（令和6年12月11日～令和7年2月28日受付分）

あたたかいお気持ちをいただき、ありがとうございました。
（令和6年12月11日～令和7年2月28日受付分）

地域福祉事業へ

森口　茂樹　様（丹後町間人）
　　 １００,０００円　亡母　晴枝　様
匿　　　名　様（丹後町）
　　 １００,０００円　亡母　様
匿　　　名　様（久美浜町）
    　　２０,０００円　亡母　様   　

藤居　一洋　様（峰山町杉谷）
　　 　１１,０００円
株式会社ベルマリエ　様（峰山町菅）　　
　　　　 ９,０００円（通算２２３回目）
蛭子　智子　様（網野町木津）
　　　 　３,０００円（通算４３１回目）
一般財団法人全国福利厚生共済会
ｃｏｎｎｅｃｔ京丹後　様　　 　　　　
　　　 　７,７６８円
溝谷組　様（弥栄町溝谷）
　　　    光るボトル、光るうちわ

供養として

善意のご寄附

株式会社ダイナム　様（峰山町長岡）
　　　　 食品・日用品他一式

小市郎商店お客様（丹後町間人）　　　　
　　　　　 　１,４０７円

峰山町グラウンド・ゴルフ協会
会長　荻野　平行　様
　　　　　 ２０,０００円

釣銭の一部を寄附

ホールインワン基金を寄附

お知らせ

4月1日より利用料金改定
福祉有償運送事業

運　賃

株式会社ダイナム様からの食品等の寄贈

問い合せ先：０７７２-６５-２１００ （社協本所）

をお願いしますをお願いします
市内中学校の市内中学校の
制服等の寄付

必用な衣服

制服・体操服・柔道着
※制服は現行デザインの物

　本会では、令和７年度より市内の中学校に在学中の生徒
を対象に「制服リユース事業」を始めます。
　この事業では、成長や破損により新たな制服等が必用な
生徒に無償で提供を行うものです。

　

本
年
度
、１
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養

育
す
る
家
庭
を
対
象
に
、研
修
を
受
講

し
た
お
む
つ
配
り
隊（
訪
問
支
援
員
）

が
、オ
ム
ツ
と
と
も
に
子
育
て
支
援
情

報
を
お
届
け
す
る「
つ
な
が
る
オ
ム
ツ

宅
配
便
」に
よ
る
訪
問
は
、令
和
７
年

２
月
末
現
在
で
延
べ
１
８
７
件
を
数
え

ま
す
。

　

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
家
族

以
外
の
大
人
と
話
が
で
き
て
気
分
転
換

が
で
き
ま
し
た
」と
い
う
声
が
あ
っ
た

ほ
か
、「
子
育
て
支
援
サ
ロ
ン
の
話
を
聞

い
て
、今
度
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

し
た
」な
ど
、訪
問
時
の
情
報
提
供
を

き
っ
か
け
に
、地
域
の
子
育
て
支
援
サ

ロ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
と
な
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
利
用
者
の
声
や
事
例
を
お

む
つ
配
り
隊
の
中
で
共
有
す
る
た
め
、

令
和
６
年
11
月
に
京
丹
後
市
家
庭
教
育

支
援
チ
ー
ム
よ
り
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

を
招
き
、交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、利
用
者
の
声
を
聞
き

「
喜
ん
で
も
ら
え
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
嬉
し
い
。励
み
に
な
る
。」な

ど
、想
い
や
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、本
事
業
を
通
じ
て
支
援

者
間
で
交
流
す
る
機
会
を
増
や
し
、各

町
で
行
わ
れ
て
い
る
子
育
て
支
援
情
報

を
交
換
す
る
な
ど
、支
援
の
輪
を
ひ
ろ

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　満１歳までの子どもを養育している家庭を、
おむつ配り隊（訪問支援員）が訪問し、おむ
つ等の育児用品とともに、子育てに関するサー
ビスやサロン等の情報を届けます。

つながるオムツ宅配便

こちらの
二次元コードから
お申し込みください

※毎月 上限に達し次第、受付を
　終了させていただきます。

　 

退
職

　 

退
職

　 

採
用

　 

採
用

職
員
の

職
員
の

　ご利用の皆様には、ご理解をお願い申し
上げます。

　ただし、発地、着地ともに市内の場合は、利用料
の上限を１回（片道）の利用につき１,０００円と
します。

距離制運賃
内　容 初乗り５km未満７００円

（以降、５kmごとに３００円加算する）
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発行 ／ 社会福祉法人 京丹後市社会福祉協議会
〒627－0111 京都府京丹後市弥栄町溝谷3464　TEL 0772－65－2100　FAX 0772－65－3294
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Instagramアドレス　https://www.instagram.com/kyotangoshakyo
京丹後市やさか老人保健施設ふくじゅ専用HP ht tps: //yasaka-fukujyu. jp

峰 山 支 所（峰山総合福祉センター隣 TEL 62－4128）
大 宮 支 所（市 大 宮 福 祉 会 館 内 TEL 64－2037）
網 野 支 所（網野健康福祉センター内 TEL 72－0797）
丹 後 支 所（市 丹 後 庁 舎 内 TEL 75－0808）
弥 栄 支 所（市 弥 栄 庁 舎 内 TEL 65－2100）
久美浜支所（市 久 美 浜 庁 舎 内 TEL 82－0008）

子
ど
も
達
に

   

ま
ご
こ
ろ
を
届
け
ま
す

外
国
人
に
も
や
さ
し
い
町
を
目
指
し
て

　※この広報は、赤い羽根共同募金の配分金の
      一部を活用して作成しています

あ　い　た　ん　広　場あ　い　た　ん　広　場

とっほ
福祉の

情報

　
「
ス
テ
ッ
プ
あ
け
ぼ
の
京
丹
後
支

部
弥
栄
町
」
と
丹
後
わ
く
わ
く
ス

ポ
ッ
ト
「
き
ら
め
き
」
は
、
共
催

で
昨
年
の
12
月
22
日
に
「
外
国
の

方
と
の
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
様
な
交
流
会
は
、
弥
栄
町

に
も
た
く
さ
ん
の
外
国
人
就
労
者

が
い
る
こ
と
や
、
日
本
で
の
滞
在

期
間
が
平
均
約
３
年
と
い
う
こ
と

を
知
り
、「
一
つ
で
も
多
く
日
本
で

の
思
い
出
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
想
い
か
ら
企
画
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
域
で
活
躍
す
る
ボ

　

４
年
前
か
ら
京
都
の
北
部
地
域

の
保
育
園
や
こ
ど
も
園
、
福
祉
施

設
や
学
校
、
図
書
館
な
ど
を
訪
問

し
て
、
ト
ラ
の
マ
ス
ク
を
被
り
伊

達
直
人
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
題
し

て
図
書
券
や
絵
本
の
寄
贈
を
行
っ

て
い
る
秋
保
健
二
さ
ん
は
、
施
設

や
子
ど
も
達
に
と
て
も
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
秋
保
さ
ん
が
こ
の
活
動
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
運
動
会
や
遠
足

な
ど
の
行
事
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
達

の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
、
子
ど
も
達
の
「
今
」
を
大

あいたん広場は地域でがんばっておられる人や団体の活動を紹介するコーナーです。

切
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

こ
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
達
が
夢
を
描
く
に
は
、

た
く
さ
ん
の
楽
し
い
体
験
と
知
識

が
必
要
」
と
、
寄
贈
さ
れ
る
図
書

券
や
絵
本
に
は
そ
ん
な
秋
保
さ
ん

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
図
書
券
を
渡
す
時
に
は
「
ま
ご

こ
ろ
を
届
け
に
き
ま
し
た
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
す
。

　

活
動
当
初
は
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ

た
た
め
、
周
り
か
ら
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
難
し
く
孤
立
感
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
活
動

を
重
ね
る
ご
と
に
理
解
者
や
協
力

企
業
が
増
え
、
活
動
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。　

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
・
協
力
し
、

昔
の
遊
び
を
体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
た
り
、
丹
後
の
ば
ら
寿
司

を
提
供
す
る
な
ど
丹
後
や
日
本
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
楽
し
い

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ス
テ
ッ
プ
あ
け
ぼ
の
京
丹
後
支

部
弥
栄
町
」
の
代
表
今
井
み
ど
り

さ
ん
は
、「
町
で
見
か
け
る
だ
け
の

関
係
だ
っ
た
外
国
人
と
、
交
流
で

き
た
こ
と
で
つ
な
が
り
が
で
き
た

ほ
か
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

今
後
も
こ
の
交
流
会
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。 ボランティアの演奏で合唱

異文化を知り、会話が弾む

代表の園児に図書券を寄贈する

児童に読書の大切さを伝える

あ
き
ほ   

け
ん
じ




